
今
回
の
回
答
に
対
し
て
、

国
労
西
日
本
本
部
は
、
３

月
１
４
日
、
「
２
４
春
闘

勝
利
、
３
．
１
４
国
労
西

日
本
総
行
動
」
を
展
開
、

本
部
大
会
議
室
で
の
総
決

起
集
会
に
続
き
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
本
社
前
に
て
抗
議
行

動
を
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
。
米
子
地
方
本
部
か
ら

も
５
名
の
組
合
員
が
参
加
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
に
向
け
、

「
物
価
高
に
負
け
な
い
大

幅
賃
上
げ
」
を
求
め
る
怒

り
の
シ
ュ
ピ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
と
は
、
「
基
本
給
を
一

律
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で

あ
り
、
勤
務
年
数
や
評
価
、

役
職
な
ど
に
関
係
な
く
全

て
の
従
業
員
に
適
用
さ
れ

る
」
も
の
で
す
。

そ
の
概
念
で
言
え
ば
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
全
社
員

に
一
律
で
支
払
わ
れ
る
４

５
０
０
円
で
あ
り
、
諸
元

で
示
さ
れ
た
平
均
基
本
給

（
扶
養
手
当
除
く
）
３
０

５
２
２
８
円
の
１
．
４
７

％
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年
度
の
消
費

者
物
価
上
昇
率
が
３
．
１

％
、
２
４
年
度
前
半
も
２

％
台
前
半
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

物
価
上
昇
に
は
遥
か
に
届

か
ず
、
こ
れ
で
は
実
質
賃

金
の
引
き
下
げ
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

離
職
対
策
と
し
て
、
若

年
層
に
手
厚
く
加
算
し
、

組
合
の
要
求
に
も
応
え
る

形
で
、
と
く
に
離
職
が
多

い
と
さ
れ
て
い
る
保
線
・

電
気
系
統
を
中
心
に
職
務

手
当
を
新
設
、
増
額
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
の

安
定
と
い
う
観
点
で
考
え

れ
ば
、
ま
ず
は
全
社
員
を

対
象
に
せ
め
て
、
物
価
高

に
負
け
な
い
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
必
要
で
す
。
離
職
防

止
が
大
切
な
こ
と
は
理
解

し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、

「
何
と
し
て
も
全
て
の
社

員
・
契
約
社
員
の
生
活
を

守
る
と
い
う
気
概
」
を
見

せ
て
ほ
し
か
っ
た
と
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
齢
や
職
能
別

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い
う

格
差
支
給
が
社
員
同
士
に

不
公
平
感
を
抱
か
せ
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
と
い
う

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
関
連
会
社
な
ど

で
の
回
答
も
示
さ
れ
ま
す
。

関
連
会
社
で
も
、
低
賃

金
・
劣
悪
な
労
働
環
境
の

中
、
Ｊ
Ｒ
本
体
以
上
に
離

職
者
が
出
て
い
る
と
の
話

も
あ
り
、
人
件
費
の
原
資

と
す
る
べ
く
委
託
費
の
引

き
上
げ
な
ど
は
、
大
企
業

の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

安
全
・
安
定
輸
送
の
為

に
も
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全

体
が
活
き
活
き
と
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に

奮
闘
し
て
い
こ
う
！
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ご
承
知
の
と
お
り
、
島

根
原
発
は
全
国
で
唯
一
、

県
庁
所
在
地
に
立
地
を
さ

れ
て
お
り
、
行
政
機
関
な

ど
災
害
時
の
司
令
塔
と
な

る
べ
き
施
設
が
集
中
し
て

お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に

的
確
な
判
断
や
指
示
が
出

来
る
の
か
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
迅
速
な
屋
外
非

難
が
難
し
い
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
障
が
い
者
施
設
は
、

屋
内
退
避
が
出
来
る
様
に

放
射
能
防
護
施
設
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
施

設
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設

に
留
ま
る
こ
と
で
２
次
被

害
に
合
う
こ
と
も
想
定
を

さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
在
宅
医
療
を

受
け
て
い
る
住
民
が
屋
内

退
避
中
に
必
要
な
医
療
や

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
島
根
県
の
高

齢
化
率
は
３
４
．
５
％
で

全
国
で
５
位
、
松
江
市
の

在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
５
年
時
点
の
予
測

で
、
需
要
は
２
７
１
３
人
、

供
給
は
１
８
８
３
人
で
あ

り
、
平
常
時
の
在
宅
医
療

す
ら
供
給
で
き
な
い
事
態

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
行

の
「
原
子
力
災
害
対
策
指

針
」
や
「
原
子
力
災
害
に

備
え
た
島
根
県
広
域
避
難

計
画
」
で
は
、
在
宅
医
療

を
受
け
て
お
ら
れ
る
住
民

の
避
難
計
画
ま
で
は
策
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
避
難
に
あ
た
っ

て
支
援
が
必
要
な
住
民
が

松
江
市
で
見
る
と
２
万
４

０
３
９
名
い
ま
す
が
、
実

際
に
支
援
者
が
い
る
方
は

３
７
９
２
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
出
雲
・
安
来
・
米
子
・

境
港
な
ど
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内

（
緊
急
防
護
措
置
を
準
備

す
る
区
域
）
で
も
、
同
じ

よ
う
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
内

閣
府
の
見
解
は
、
「
支
援

者
の
い
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
今
後
支
援
者
を
確

保
す
る
」
と
だ
け
で
、
具

体
的
な
人
員
配
置
の
方
法

に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
支
援
の

必
要
な
住
民
の
避
難
一
つ

と
っ
て
も
課
題
ば
か
り
が

目
に
付
く
、
ま
さ
に
「
絵

に
描
い
た
餅
」
と
し
か
言

い
よ
う
の
な
い
も
の
だ
と

言
え
ま
す
。

こくろうよなご
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つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

原
発
再
稼
働
ち
ょ
っ
と
待
っ
た

現
在
、
国
労
本
部
の
情

報
発
信
ア
プ
リ
「
つ
な
ぐ
」

の
登
録
を
慫
慂
し
て
い
る
。

携
帯
電
話
の
取
り
扱
い
が

苦
手
な
方
に
は
、
登
録
ま

で
に
お
手
間
を
か
け
る
こ

と
も
あ
る
が
、
米
子
地
方

本
部
は
じ
め
、
全
国
の
動

向
も
一
目
で
分
か
る
の
で
、

ま
だ
の
人
は
是
非
と
も
登

録
を
お
願
い
し
た
い
。
各

エ
リ
ア
の
春
闘
回
答
の
情

報
を
み
な
が
ら
、
鉄
道
産

業
こ
れ
で
い
い
の
か
、
一

人
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。

３
月
１
２
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
は
、
２
４
春
闘
の

回
答
と
し
て
、
〇
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
し
て
全
社
員
平
均

で
８
６
２
５
円
相
当
（
エ
リ
ア
手
当
反
映
分
を
含
む
）
、

〇
シ
ニ
ア
社
員
基
本
給
に
４
５
０
０
円
の
加
算
（
ハ
ー

フ
勤
務
者
は
２
７
０
０
円
、
〇
契
約
社
員
に
つ
い
て
は

時
間
額
に
１
２
０
円
を
加
算
、
期
末
手
当
と
し
て
年
間

５
．
２
箇
月
（
夏
季
手
当
２
．
６
箇
月
・
年
末
手
当
２
．

６
箇
月
）
、
〇
大
学
院
（
博
士
号
取
得
者
）
等
の
学
校

卒
業
者
等
初
認
額
表
の
見
直
し
、
〇
初
任
給
調
整
手
当

の
見
直
し
、
〇
そ
の
他
手
当
等
の
改
善
（
月
額
で
全
社

員
平
均
５
３
３
７
円
）
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

去
る
３
月
３
日
、
松
江
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
に
て
、
「
島

根
原
発
２
号
機
再
稼
働
を
止
め
る
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

「
原
発
震
災
『
避
難
計
画
』
は
住
民
を
守
ら
な
い
」
と

題
し
て
、
以
前
高
橋
弁
護
士
事
務
所
に
勤
務
を
さ
れ
て

い
た
「
大
河
陽
子
」
弁
護
士
か
ら
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

集
会
の
後
は
、
デ
モ
行
進
に
て
、
「
島
根
原
発
再
稼

働
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
」
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

本
社
前
で
抗
議
行
動

生
活
を
守
る
気
概
を
！

編

集

後

記


